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　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、様々な困難に直面した方々が、速やかに生活・暮らし
の支援を受けられるよう、住民税非課税世帯等を対象に、 1 世帯あたり10万円を給付します。
対象者　① 基準日（令和 ３ 年12月10日）において世帯全員の令和 ３ 年度分の住民税均等割が非課税である世

帯（住民税が課税されている方の扶養親族等のみからなる世帯は除く）※対象者へ町から確認書
を送付します。

　　　　② ①のほか、新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急変し、①の世帯と同様の事情にあ
ると認められる世帯（家計急変世帯）  ※対象者は町へ申請が必要になります。

※ ①と②いずれかの給付を受けた世帯は、再度給付を受けることはできません。（重複して給付を受けるこ
ともできません。）給付方法や開始時期等については、詳細が決まり次第、広報や回覧、町ホームページ
等でお知らせします。

� 照会先　福祉課（地域福祉係）☎85 − ７７90

住民税非課税世帯等に対する
臨時特別給付金について

　
箱
根
町
自
治
功
労
者
等
表
彰
式

が
１
月
６
日
、
湯
本
富
士
屋
ホ
テ

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
町
政
の
進
展
、
公
共

福
祉
の
増
進
に
貢
献
さ
れ
た
方
を

表
彰
し
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
る

も
の
で
、
今
回
で
59
回
目
と
な
り

ま
す
。

【
功
労
表
彰
】（
敬
称
略
）

○
勝
俣　
公
好
（
仙
石
原
）

　
箱
根
町
議
会
議
員
と
し
て
、
5

期
16
年
11
月
の
永
き
に
わ
た
り
、

町
政
の
進
展
と
住
民
福
祉
の
向
上

に
尽
力
し
た
功
績

〇
石
川　
榮
（
仙
石
原
）

　
箱
根
町
議
会
議
員
と
し
て
、
3

期
12
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
町
政

の
進
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
尽

力
し
た
功
績

〇
安
藤　
雅
章
（
大
平
台
）

　
永
年
に
わ
た
り
、
箱
根
町
国
民

健
康
保
険
事
業
の
運
営
に
関
す
る

協
議
会
委
員
と
し
て
、
国
民
健
康

保
険
事
業
の
適
正
か
つ
円
滑
な
運

営
を
図
り
、
社
会
保
障
の
充
実
に

尽
力
し
た
功
績

〇
佐
須　
英
行
（
湯
本
）

　
永
年
に
わ
た
り
、
箱
根
町
消
防

団
員
と
し
て
、
数
多
く
の
災
害
に

怯
む
こ
と
な
く
果
敢
に
活
動
す
る

と
と
も
に
、
消
防
の
使
命
で
あ
る

災
害
か
ら
住
民
の
生
命
と
財
産
を

守
る
と
い
う
責
務
を
深
く
認
識
し
、

消
防
団
長
の
重
責
を
担
う
な
ど
、

消
防
団
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を

し
た
功
績

【
一
般
表
彰
】（
敬
称
略
）

〇
勝
俣　
睦
（
仙
石
原
）

　
永
年
に
わ
た
り
、
絵
画
を
通
じ
、

箱
根
町
の
芸
術
・
文
化
の
振
興
に

多
大
な
貢
献
を
し
た
功
績

防
犯
栄
誉
銅
章
受
章

　
小
田
原
警
察
署
管
内
防
犯
指
導

員
協
議
会
箱
根
支
部
長
の
平
塚
宏

さ
ん
（
畑
宿
）
が
、
多
年
に
わ
た

り
地
域
安
全
活
動
に
尽
力
し
た
功

績
が
認
め
ら
れ
、
全
国
防
犯
協
会

連
合
会
よ
り
防
犯
栄
誉
銅
章
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

　

正
月
の
風
物
詩
と

な
っ
て
い
る
第
98
回
東

京
箱
根
間
往
復
大
学
駅

伝
競
走
が
21
チ
ー
ム
の

参
加
に
よ
り
１
月
２
日
・

３
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、

表
彰
式
は
中
止
と
な
り

ま
し
た
が
、
箱
根
の
伝

統
的
工
芸
品
で
あ
る
寄

木
細
工
を
広
く
全
国
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

寄
木
で
制
作
し
た
ト
ロ

フ
ィ
ー
・
メ
ダ
ル
を
往

路
優
勝
校
の
青
山
学
院

大
学
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
永
年
に
わ
た
り
町
の
安
全
確
保

に
尽
力
し
た
消
防
団
員
の
方
々
が

次
の
と
お
り
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

［
氏
名
は
上
位
階
級
順
・
敬
称
略
・

カ
ッ
コ
内
は
所
属
分
団
担
当
地
域
］

［
町
長
表
彰
］

◎
永
年
勤
続
表
彰
（
３0
年
勤
続
）

　
石
井
英
秋
（
仙
石
原
）、
安
藤

和
也
（
畑
宿
）、
上
野
和
行
（
仙

石
原
）

◎
永
年
勤
続
表
彰
（
２0
年
勤
続
）

　
山
内
一
人
（
仙
石
原
）、
高
橋

章
仁
（
湯
本
）、
池
田
慎
一
（
畑

宿
）、
井
上
重
之
（
仙
石
原
）

◎
永
年
勤
続
表
彰
（
10
年
勤
続
）

　
森
下　
良
、
澤
村
吉
之
、
安
藤

豊
、
福
住
達
人
（
湯
本
）、
鈴
木

佳
祐
（
大
平
台
）、
小
堀
善
和
、

勝
俣
佳
也
（
宮
城
野
）、
桐
谷
高

史
、
飯
山
雅
樹
（
強
羅
）、
高
澤

諒
大
（
仙
石
原
）

［
県
知
事
表
彰
］

◎�

永
年
勤
続
２0
年
優
良
消
防
団
員

表
彰

　
小
宮
山
康
右
（
強
羅
）、
田
村

守
（
湯
本
）、
服
部
昌
仁
（
強
羅
）、

古
田
一
博
（
仙
石
原
）、
遠
山
和

憲
（
元
箱
根
）、
長
谷
川
敬
（
湯

本
）、
銀
山
健
生
（
畑
宿
）、
米

満
方
敏
（
大
平
台
）、
太
田
明
宏

（
宮
ノ
下
）、
瀧
口
幸
三
（
小
涌

谷
）、
岩
瀬
浩
司
（
強
羅
）、
中

村
岳
史
、
小
野
智
行
（
二
ノ
平
）、

勝
俣　
暁
（
仙
石
原
）、
工
藤
徳

行
（
元
箱
根
）、
渡
辺
嘉
弘
、
福

井
達
也
（
箱
根
）

［
県
消
防
協
会
足
柄
下
支
部
長
表
彰
］

◎
優
良
表
彰

　
本
間
博
丈
（
湯
本
）、
勝
俣
建

吾
（
湯
本
茶
屋
）、
安
藤
栄
一

（
大
平
台
）、
上
野　
裕
（
宮
ノ

下
）、
勝
俣
雅
樹
（
宮
城
野
）、
大

場
征
広
（
元
箱
根
）、
山
木
一
人

（
箱
根
）

◎
永
年
勤
続
表
彰
（
２0
年
勤
続
）

　
町
長
表
彰
永
年
勤
続
表
彰
（
20

年
勤
続
）
と
同
じ
受
賞
者

［
消
防
団
長
表
彰
］

◎
優
良
団
員
表
彰

　
福
岡
昭
憲
、
眞
部
正
弘
（
湯

本
）、
内
田
慎
也
（
湯
本
茶
屋
）、

高
畠
康
敬
、
勝
俣
賢
志
（
宮
城

野
）、
鈴
木
祥
平
、
足
立
修
平

（
仙
石
原
）、
楢
木
孝
典
（
元
箱

根
）、
松
井
大
輔
（
箱
根
）

箱
根
駅
伝
往
路
優
勝
校
に

�

寄
木
ト
ロ
フ
ィ
ー・メ
ダ
ル
を
贈
呈

全
国
大
会
の
結
果

近
藤
美
七
海
さ
ん　
小
田
原
東
高

等
学
校
１
年
生
（
宮
城
野
）

〇
第
1２
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
選
手
権
大

会
　
個
人
女
子

開
催
日　
12
月
25
日
、
26
日

場
　
所　
加
須
市
民
体
育
館
（
埼

玉
県
加
須
市
）

結
　
果　
６
位
（
入
賞
）

照
会
先　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

�

☎
８
５
―
７
６
０
１

令
和
3
年
度

�

自
治
功
労
者
、一
般
表
彰
者
の
表
彰

消
防
団
員
表
彰

前列左から、石川榮さん、勝俣浩行 町長、山田成宣 町議会議長、勝俣睦さん
後列左から、安藤雅章さん、佐須英行さん
右上枠は、勝俣公好さん

箱根出身選手の
健闘をたたえ、
みんなで応援
しましょう！

提供：
小田原東
高等学校


